
ロ
キ
リ
ス
ト
教
の
誕
生

ロ
ー
マ
帝
国
中
に
広
ま
１

つ
い
に
キ
リ
ス
ト
教
を
公
認

一

「イ
エ
ス
こ
そ
救
世
主
」

使
徒
た
ち
に
よ
つ
て
広
ま
っ
た
信
仰

キ
リ
ス
ト
教
は
、
日
―
マ
帝
国
の
時
代
に
生

ま
れ
た
世
界
宗
教
で
あ
る
。

「私
は
律
法
を
破
壊
す
る
た
め
に
来
た
の
で
は

な
い
。
完
成
さ
せ
る
た
め
に
来
た
の
だ
」
イ
エ
ス

は
、
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
形
式
的
な
律
法
主
義

を
批
判
し
て
、
神
の
国
の
前
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒

で
あ
る
こ
と
は
特
権
で
は
な
く
、
各
人
の
信
仰

が
問
題
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
神
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の

い
う
よ
う
な
嫉
妬
し
怒
れ
る
者
で
は
な
く
、
恵

み
を
与
え
る
者
で
あ
る
と
し
、
神
へ
の
愛
、
隣
人

へ
の
愛
を
説
い
た
。

し
か
し
、
ラ」
う
し
た
言
動
に
憤
っ
た
ユ
ダ
ヤ
教

の
指
導
者
ら
に
反
逆
者
と
し
て
密
告
さ
れ
、

３０

年
ご
ろ
、
ロ
ー
マ
総
督
ピ
ラ
ト
ゥ
ス
に
よ
っ
て
イ

エ
ス
は
十
字
架
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
イ

エ
ス
が
復
活
し
た
と
り
つ
信
仰
が
生
ま
れ
、
使

徒
が
ア
ロ
や
伝
道
者
パ
ウ
ロ
な
ど
弟
子
た
ち
は
、

ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
迫
害
さ
れ
な
が
ら
も
、
教
会
を

つ
く
り
、
イ
エ
ス
こ
そ
が
神
の
子
キ
リ
ス
ト
（メ

シ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
語
）
で
、
そ
の
死
は
全
人
類
を

救
済
す
る
た
め
の
贖
罪
の
死
で
あ
っ
た
と
、
地

中
海
各
地
に
宣
教
し
て
い
っ
た
。

信
徒
の
増
加
か
ら
国
教
化
へ

や
が
て
三
位

一
体
説
が
確
立

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
当
初
、
ロ
ー
マ
の
大
火
の
犯

人
と
さ
れ
ネ
ロ
帝
の
迫
害
を
受
け
た
り
、
ま
た

帝
国
の
伝
統
的
な
祭
儀
や
皇
帝
崇
拝

を
拒
ん
だ
た
め
敵
視
さ
れ
な
が
ら

も
、
カ
タ
ヨ
ン
ベ
（地
下
墳
墓
）
な
ど
に

逃
れ
て
信
仰
を
続
け
た
。
そ
う
し
て

３
世
紀
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
ロ
ー
マ
帝

国
内
で
次
第
に
信
者
を
増
や
し
て
い

っ
た
。
３
０
３
年
、
伝
統
的
な
ロ
ー
マ

の
神

々
へ
の
信
仰
を
重
ん
じ
、
皇
帝

崇
拝
を
強
制
し
た
デ
イ
オ
ク
レ
号
■
ア

ヌ
ス
帝
が
大
迫
害
を
行
っ
た
が
、
ま

す
ま
す
増
え
る
信
者
の
勢
い
に
、
迫

害
よ
り
懐
柔
と
、
３
１
３
年
、
ヨ
ン
ス

タ
ン
テ
イ
ヌ
ス
帝
は
ミ
ラ
ノ
勅
令
に

よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
を
公
認
。
た
ち

ま
ち
教
会
組
織
が
整
え
ら
れ
、
聖
職

者
の
身
分
が
生
ま
れ
た
。

イ
エ
ス
は
神
か
人
間
か
。
教
義
の

対
立
が
深
刻
と
な
り
、
３
２
５
年
、
一
一

ケ
ー
ア
公
会
議
で
、
イ
エ
ス
を
神
と

認
め
る
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
の
説
を
正
統

と
し
、
イ
エ
ス
を
人
間
と
す
る
ア
リ

ウ
ス
派
は
異
端
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

３
９
２
年
、
ロ
ー
マ
帝
国
は
す
べ
て
の

異
教
を
禁
じ
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教

と
定
め
た
。
同
じ
こ
ろ
、
現
在
の
形

の
教
典

『新
約
聖
書
』
が
成
立
し
た
。

ま
た
、
５
世
紀
に
神
と
イ
エ
ス
（子
）

叱
鰹
嘘
を
３
つ
の
位
格
と
す
る
三
位

一
体
説
が
確
立
し
、
異
端
と
さ
れ
た

ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
は
東
へ
伝
播
し
た
。

¨ の影響
1)p.21

30年ごろ

イエスの処刑

64年

ネロ帝の迫害
皇帝ネロがローマ市街の大火を、
キリスト教徒が放火したとして
弾圧した

303年

オクレティアヌス帝の迫害
ローマ皇帝による

最後のキリスト教徒弾圧

ミラノ勅令により、キリスト教が
公認された

325年

ニケーア公会議
イエスと神は同一であると決定

392年

テオドシウス帝がキリスト教以外の
宗教を禁止

1054年

教会の東西分裂

30年ごろ

¨ の誕生

反逆者として十字架にかけられたイ
エスが、その後復活したという信仰が
広まつた。ペテロやパウ回のような伝
道者は、イエスの死を人類の贖罪 (し

ょくざい)であると宣教し、日―マ帝国
中に信徒を増やした。

ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
生
ま
れ
た

キ
リ
ス
ト
教
は
迫
害
を
へ
て
、

や
が
て
ロ
ー
マ
帝
国
全
域
ヘ

広
が
っ
て
い
っ
た
。『新約聖書』の成立

福音書や使徒の手紙、黙示録などは
それぞれキリストの死後 100年の

間に書かれた。しかし、現在の形に

確立されたのは4世紀の宗教会議を
へてからである。

キリスト教の国教化
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